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ネイチャーポジティブで

豊かな暮らしをつくる
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国際目標「ネイチャーポジティブ」
「昆明・モントリオール生物多様性枠組」が打ち出した目標

2030年までに生物多様性の損失を止めてプラスに転じる

www.naturepositive.org Copyright 東北大学／日経BP 藤田香

https://www.naturepositive.org/


ネイチャー（自然や生物多様性）
企業と人々の暮らしにとって「重要な資源」
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影響

依存
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【自然の恵み】
・供給サービス：水、木材、食料、薬
・調整サービス：水源涵養、気候の調整、土砂崩れ防止、洪水防止、水の浄化
・文化的サービス：癒し、景観、伝統や風習、食文化、レクリエーション

暮らしや企業活動の要

【保全と活用】
・NbS：自然を活用して社会課題を解決する取り組み
・Tokyo-NbS アクション：生態系の機能を活用して東京都の社会課題に対応し、人間の
幸福と生物多様性の両方に貢献する活動

・グリーンインフラ：自然の機能を活用した、河川や公園などの土地利用、地域づくりなど
のインフラ整備
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国の戦略：ネイチャーポジティブは
企業価値と地域価値の向上に寄与する

●ネイチャーポジティブ経営＝

・自然の保全をマテリアル（重
要課題）と位置づけ
・自然への負荷を最小化し、自
然への貢献を最大化する経営

●株価向上や株価純資産倍
率（PBR）改善につながる
日経ESG2024年5月号
https://project.nikkeibp.co.jp/ESG/atcl/c
olumn/00005/040200440/

●企業価値向上と地域価値向上
の両立。バリューチェーンとランド
スケープ・アプローチ

●自然資本の価値を見える化し
て経済価値に換算、「ネイチャー
ファイナンス」を拡大

●国際ルールづくりへの参加

「ネイチャーポジティブ経済
移行戦略のロードマップ」

「ネイチャーポジティブ経済移行戦略」

日経ESG2025年9月号
https://project.nikkeibp.co.jp/ESG/atcl
/column/00008/082900042/
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防災・減災による暮らしの安全、不動産価値の向上、癒し効果や景観の向上に
よる地域のブランド価値向上、食の安全保障、高い技術力の提供など、様々な
観点から、企業価値向上と地域価値向上に貢献する

https://project.nikkeibp.co.jp/ESG/atcl/column/00005/040200440/
https://project.nikkeibp.co.jp/ESG/atcl/column/00005/040200440/
https://project.nikkeibp.co.jp/ESG/atcl/column/00008/082900042/
https://project.nikkeibp.co.jp/ESG/atcl/column/00008/082900042/


日経ESG2025年1月号（藤田）↓
https://project.nikkeibp.co.jp/ESG/atcl/column/00005/120300484/

企業単体ではなく、
企業が地域が連携して取り組む重要性

Copyright 東北大学／日経BP 藤田香
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東京都生物多様性地域戦略
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三重県尾鷲市、森を戦略政策に
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・町の92％が森林
・LINEヤフーやパナソニック、三菱重工など9社と連携し
、企業版ふるさと納税で、24年度に同市に3200万円を
提供した。

＜森の再生＞

・ゾーニング。ヒノキ林を間伐し、森林整備や木材産出
のみならず、一部をクマタカがすめる落葉樹に再生。

・粘土化した森の土壌に渓流を取り戻し、海への水循環
を復活させる。

＜カーボンクレジット創出＞
・24年度に1149tのクレジット創出。LINEヤフーやサカイ
引越センター、小田急電鉄が購入。LINEヤフーは今後
10年間、毎年500tのクレジット購入を同市と契約済み。
＜海＞
スシローは養殖ブリを調達、海と森はつながるとして尾
鷲の森や藻場の再生活動を支援https://project.nikkeibp.co.jp/

ESG/atcl/column/00005/0109

004932

出所／日経ESG2025年2月号（藤田）
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不動産会社の例
東京都・渋谷の街でのネイチャーポジティブが

ヒートアイランドの緩和、従業員の癒し効果に結び付く

10

出所／東急不動産ホールディングスTNFDレポート2024年1月

緑地保全・緑化施策を講じた場合の低減
する気温差

渋谷エリア
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ヒートアイランドの緩和 従業員の集中度向上生物の増加



住宅メーカーの例
住宅の庭でのネイチャーポジティブが、地域全体の生物

多様性を高める。効果を科学的に定量評価
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・積水ハウス「5本の樹」プロジェクト
3本は鳥を呼ぶため、2本はチョウを
呼ぶため、住宅の庭に在来種を植栽
・20年間で住宅の庭に日本全体で
1709万本の在来種を植栽。

・琉球大学の久保田康裕教授の「シ
ンク・ネイチャー」が構築した生物多
様性ビッグデータを活用して生物多
様性向上効果を定量評価したところ
、在来種の樹種が10倍に増え、鳥を
2倍、チョウを5倍を増やす効果があ
ることが分かった。

日経ESG2022年2月号、藤田



１ 企業と地域の上手な連携
企業が地域と良い関係を結ぶコツ、ヒント

２ 効果の創出、テックとファイナンスの活用

自然が豊かになり、人々の暮らしが豊かになった効果
を測る、資金呼び込むためにも必要
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NbSを企業価値向上や地域価値向上
に結び付けるポイント

Copyright 東北大学／日経BP 藤田香
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自然に関する技術「ネイチャーテック」が重要に
科学に基づく測定と見える化

●日経ESGオンライン
feature記事
https://project.nikkeibp.co.jp
/ESG/atcl/column/00008/0
82900042/
●日経ビジネス電子版
https://business.nikkei.com/
atcl/gen/19/00771/

出所／日経ESG2025年9月号（表作成：宮本育昌氏）
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https://project.nikkeibp.co.jp/ESG/atcl/column/00008/082900042/
https://project.nikkeibp.co.jp/ESG/atcl/column/00008/082900042/
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2025.10.17 ／ Global Nature Positive Summit 2026実行委員会

ネイチャーテックとは

●ネイチャーテック

ネイチャーポジティブへの移行を可能にし、加速し、拡大するあら
ゆる技術

●2024年末時点で、ネイチャーテックは、推計20億ドルの投資を
得ている産業。200以上の取引事例が生じ、6年間で2倍に成長

以下のような分野がある
• トレーサビリティ、ESG/TNFD報告支援
• 測定と監視：環境DNA、ドローン、土壌計測
• モデリング：土地利用シナリオ、生態系モデル、リスク予想
• グリーンインフラ、自然再生、
• 資金メカニズム：自然クレジット、生態系サービス価値化

Nature4Climate, Nature 
Tech Collective, KPMG, 
Climate Collective and 
Serena “Integrating 
nature tech: A guide for 
businesses” (2024.10)
https://nature4climate.
org/wp-
content/uploads/2024/
10/nature-tech-
report.pdf

Copyright 東北大学／日経BP 藤田香

IUCN-J道家哲平氏の資料を参考

https://nature4climate.org/wp-content/uploads/2024/10/nature-tech-report.pdf
https://nature4climate.org/wp-content/uploads/2024/10/nature-tech-report.pdf
https://nature4climate.org/wp-content/uploads/2024/10/nature-tech-report.pdf
https://nature4climate.org/wp-content/uploads/2024/10/nature-tech-report.pdf
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●日経ESGオンライン feature記事
https://project.nikkeibp.co.jp/ESG/atcl/column/00008/082900042/
●日経ビジネス電子版
https://business.nikkei.com/atcl/gen/19/00771/
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https://business.nikkei.com/atcl/gen/19/00771/


トヨタ自動車も
ネイチャーテックに乗り出す

16

LiDAR搭載ドローンで森林

を計測、車両開発で培っ
た解析ソフトで分析。CO2

吸収量と生物多様性も評
価する。

音声データ解析による鳥
の調査や、センサー付き
監視カメラによる哺乳類
の調査

北海道士別試験場など
自然共生サイトで実証

Copyright 東北大学／日経BP 藤田香https://project.nikkeibp.co.jp/ESG/atcl/column/00005/090300531/

出所／日経ESG2025年10月号（藤田）

https://project.nikkeibp.co.jp/ESG/atcl/column/00005/090300531/
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出所：日経ESG2025年6月号（藤田）

自然共生サイトの支援証明書も
効果を出すことを求める



東京都のポテンシャルは大きい

・企業の数が多い、企業同士が連携

・多様な人材がいる、新規事業も生まれやすい

・技術力がある

・資金力がある

・波及効果が大きい、発信力が高い

・東京都の中にも都市部と地域がある、まさに
全国の縮図、モデル的な取り組みができる

18
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大規模法人

＜最優秀賞＞清水建設
・臨海部に都市型ビオトープ“再生の杜”創出、希少種の保全に取り組み、行政やNPO・
市民団体と連携し、気候変動適応などの社会課題解決に取り組み、地域共創活動に挑戦
生態系再生の高い技術力と地域連携

＜優秀賞＞三菱地所レジデンス

・新築分譲マンションの緑地で、地域種や環境に配慮した維持管理手法を取り入れた独
自基準「ビオ ネット イニシアチブ」を導入、「守る・育てる・つなぐ・活かす・減らす」を軸に、
都市の生態系ネットワーク形成に資する緑化を推進
緑のネットワークで町の価値向上、不動産価値向上

中小規模法人
＜最優秀賞＞東京チェンソーズ
・FSC認証の森林を中心に、森林環境整備、素材生産、販売事業、森林サービス事業、

森の価値の発信を展開。森林管理により生物の生息地を創出し、素材の付加価値を上げ
、地域の雇用創出や環境教育を推進

森林の価値創出でブランド化した製品開発、雇用創出

＜優秀賞＞パルシステム東京

・消失が危惧された里山を再生し、地域活性化と里山保全・活用を展開。組合員や地元住
民を交えた自然体験活動を開催し、コミュニティ形成に寄与して里山の維持管理を実施

里山の再生とコミュニティの形成、組合員や消費者との密着 19
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東京都だからこそ発信の効果が大
グローバル・ネイチャーポジティブ・サミット

2026年7/14-16＠日本開催、でも発信しよう

20
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『ESGとTNFD時代のイチから分かる生物多様
性・ネイチャーポジティブ経営』、藤田香著、
日経BP発行、2025年4月に第2刷

Copyright 東北大学／日経BP 藤田香

ご清聴ありがとうございました

https://bookplus.nikkei.

com/atcl/catalog/23/04/

10/00762/

https://www.amazon.co

.jp//dp/429620209X

https://bookplus.nikkei.com/atcl/catalog/23/04/10/00762/
https://bookplus.nikkei.com/atcl/catalog/23/04/10/00762/
https://bookplus.nikkei.com/atcl/catalog/23/04/10/00762/
https://www.amazon.co.jp/dp/429620209X
https://www.amazon.co.jp/dp/429620209X
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